
令和４年９月３０日現在

市町村名  読谷村  単位民児協名 古堅中学校区民児協  

会長名  上地  武徳  副会長名  板良敷  政子  

連  絡  先  

〒904-0301

沖縄県中頭郡読谷村字座喜味 2975 番地  

ＴＥＬ  098-958-2939            FAX 098-958-2189 

地区人口  14,811 人  地区世帯数  5,633 高齢化率  22.7％  

小学校数   2  中学校数   1 幼稚園数  こども園数  1  保育所数  83

民生委員・児童委員定数    36名 2名主任児童委員定数

部会・委員会  
ひとり親福祉部会  障がい福祉部会  児童福祉部会  

老人福祉部会  主任児童部会  総務・広報部会  

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（                ）  

民児協定例会開催日時  開催日    5  日  ：  時間帯（  午前  ・  午後  ・  夜間  ）10 時～  

【地域の状況】  

古 堅 中 学 校 区 民 児 協 は、読 谷 村 の南 の方 に位 置 し、比 謝 川 を挟 んで嘉 手 納 町 に隣 接 していま

す。校区の中央部には、アメリカ軍の施設（トリイステーション）があり、国道 58 号線の東側には軍

用 地 の一 部 が解 放 された地 域 があり、宅 地 化 が進 み、今 後 転 入 者 等 が増 加 すると見 込 んでいま

す。 

・11 自治会（24 自治会中）がある 

・県営団地 1 か所   村営住宅 1 か所  

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

●学校活動への協力  

 こどもたちの健やかな成長を支援するため、学校とも密接に連携しています。 

●中学校登校時  交通量多く危険通学路  交通安全見守り（月水金）   

●小学校下校時  交通量多く危険通学路  交通安全見守り（水）   

●生徒指導連絡協議会への参加  ●児童公園管理状況調査・通学路周辺パトロール 

●村内小中学校と民児協との連携について情報交換（毎年 5 月頃）  

●小学校福祉教育「アイマスク体験」等のサポート協力  

●各地域で行われている「地域支え合い活動委員会」の委員として積極的に参加  

●高齢者の居場所づくりや仲間づくりのため、各公民館などで行われているゆいまーる共生事業（

ミニデイサービス）の運営への協力  

●活動時には紫の活動着を着用し、「民生委員」を地域住民に認識してもらうよう意識している 

【単位民児協版  活動強化方策】  

１．  地域行事への積極的な協力・参加  

２．  学校周辺の登下校時の見守り活動の強化  

３．  地域支え合い推進事業の強化  

会議協員委童児員委生民町納手嘉名協児民村町市

会長名  津波古光男  副会長名  上間邦夫、新垣光子  

連  絡  先  

〒904-0204 

嘉手納町字水釜 447-1 町総合福祉センター内  

ＴＥＬ  098-956-1177            FAX 098-957-2530 

地区人口  13 ,245 人  地区世帯数  5 ,630 世帯 高齢化率  24.9% 

小学校数  ２  中学校数  １  幼稚園数 ２  こども園数  １  保育所数 ９  

民生委員・児童委員定数  ２６名  主任児童委員定数  ２名  

部会・委

員会  

障害者・老人福祉部会  児童・母子福祉部会  広報部会  

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（                ）  

民児協定例会開催日時 開催日  毎月第１水曜日：午後２時  / 連絡会  第３木曜日：午後２時

【地域の状況】 

沖縄県本島の中部に位置し、北は比謝川を境に読谷に、南東部は嘉手納飛行場内で北谷町、沖縄市と境界を

接しています。町の面積は、15.12 平方メートルの住宅密集地域で人口は横ばいで、特に高齢化が進み委員の活

動にも影響を及ぼしています。まちの将来像である「ひと、みらいに輝く交流のまち かでな」の実現と、誰もが「安

全で安心して楽しく暮らせる」よう、委員活動に力を入れています。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

・ 毎週金曜日には、町内２校の小学校正門前において、児童生徒の登校時に「あいさつ運動」を行っています。 

・ 少地域福祉活動の一環である「ミニデイサービス」では、ボランティアの中心となって参加し、地域の高齢者の

方々のサービスの向上を図っています。 

・ 自治会が中心となる、「見守り隊」活動にも民生委員が中心となって参加し、日頃より気になる世帯の声かけ・

見守り活動を行い、地域のボランティアとの情報交換を定期的に行っています。 

・ 町社協の事業である、救急医療情報キット（かでな安心キット事業）では、民生委員と社協職員が一緒になっ

て訪問を行い、高齢者や障がい者の方、気になる方に対する支援を行っています。 

・ 本会は、生活の安定と更生を図ることを目的として本資金の貸付を行う「たすけあい金庫事業」を実施していま

す。この事業を通して、生活支援や地域の把握に努めることができています。 

【市町村民児協版  活動強化方策】  

１．住民からの相談に適切に対応するため、幅広い知識を習得する。 

２．委員同士の連携と、民児協の組織の一員として意識し活動する。 

３．行政や関係機関と連携を図り活動を推進する。 
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